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（１）岸和田城天守閣耐震対策にかかる方向性（案）について 

 

②バリアフリー化の方法について 

第１回岸和田城天守閣耐震対策検討委員会 課題・意見・指摘 今後の方向性（案） 

 展示とバリアフリー化のバランスを検討した方が良い。 

 

・耐震改修及びバリアフリー化検討連絡調整会議の検討（案） 

⇒展示機能については、資料④の「①建造物としての価値及び展示につ

いて」のとおり。天守閣を有効活用するため、少しでも多くの方が利用

でき、国指定名勝である八陣の庭も天守閣から鑑賞いただけるようバリ

アフリー化を実施する方向性で検討する。 

 

※連絡調整会議参加委員：水とみどり課、建設指導課、大阪府文化財保護課（オブザーバー）、耐震診断補強案設計事業者（オブザーバー） 

 

○バリアフリー化検討案 ―場所と方法― 

①大天守１階から３階・・・・・・・・・エレベーター設置（内部） 

②小天守と大天守の間・・・・・・・・・スロープの設置（別紙参照） 

③天守閣の外から小天守内受付まで・・・段差解消機とスロープの設置（別紙参照） 

 

※バリアフリー化の選択肢について、比較表を掲載 
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